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匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



露 置きて くれな ゐぃ とど 深 けれどお も 

ひ 悩める なでしこの 花 (晶子) 

炎暑の 日に 源氏 は 東の 釣 殿へ 出て 涼んで いた。 子息 

の 中将が 侍して いる ほかに、 親しい 殿上 役人 も 数人 席 

にいた。 桂 川の 鮎、 加 茂 川の 石 臥な どと いうよう な 

魚 を 見る 前で 調理 させて 賞味す るので あつたが、 例の 

ように また 内大臣の 子息た ちが 中将 を 訪ねて 来た。 

「寂しく 退屈な 気がして 眠 か つた 時に よくお いでに 

なった」 



ない のです かね」 

と 源氏が 言った。 

「来 まさば (お ほきみ 来 ませ 婿に せん) というよ うな 

人 も あすこに は あるので は ござ いません か」 

「いや、 何も 婿に 取られたい のではありません がね。 

若い 二人が 作った 夢 を こわした ままに して 幾年 も 置い 

てお かれる の は 残酷 だと 思う のです。 まだ 官位が 低く 

て 世間体が よろし くないと 思われる の だったら、 公然 

のこと に はしないで 私へ お嬢さん を 託して おかれる と 

いう 形式 だってい いじ やない のです か。 私が 責任 を 持 

てばい い はず だ と 思う の だが」 



た んそく 

源氏 は 歎息した。 自分の 実父との 間に はこうした 感 

たま かずら 

情の 疎隔が あるの かと 玉鬟は はじめて 知った。 これ 

が 支障に な つ て 親に 逢いうる 日が まだ はるかな ことに 

思わねば ならない ので あるかと 悲しく も 思い、 苦しく 

とうろう ひ 

も 思った。 月がない ころで あつたから 燈 籠に 灯が とも 

された。 

「灯が 近す ぎて 暑苦しい、 これよ リは篝 がよ い」 

と ^一一 一 n つ て 、 

「篝を 一 つ この 庭で 焚く ように」 

と 源氏 は 命じた。 よい 和 琴が そこに 出て いるの を 見 

つけて、 引き寄せて、 鳴らして みると 律の 調子に 合わ 



りになる のなら ほかの 物に 合わせて 熱心に 練習なさい。 

むずかしい ことがない ような 物で、 さて これに 妙技 を 

現わす という こと は むずかしい といった ような 楽器で 

す 力 力 

す。 現在で は 内大臣が 第一 の 名手です。 ただ 清搔 きを 

される のに も あらゆる 楽器の 音 を 含んだ 声が 立ちます 

よ」 

と 源氏 は 言った。 玉鬟も そのこと はかね てから 聞い 

つまおと 

て 知っていた。 どうかして 父の 大臣の 爪音に 接したい 

と は 以前から 願って いた ことで、 あこがれ ていた 心が 

今 また 大きな 衝動 を 受けた ので ある。 

「こちらに お り まし て 、 音楽 のお 遊びが) J ざ います 時 



た。 ただ 一 つの 和 琴の 音 だけで も、 いつの 曰に 自分 は 

娘の ために 打ち解けて 弾いて くれる 父親の 爪音に あう 

ことができる ので あろうと 玉鬟は みずから を あわれん 

ぬきが は せ ぜ 

だ。 「貫 川の 瀬々 の や はら だ」 (や はらた まくら や はら 

かに 寝る 夜はなくて 親 さくる 妻) となつ かしい 声で 源 

氏 は 歌って いたが 「親 さくる 妻」 は 少し 笑いながら 歌 

す 力 力 

い 終わった あとの 清搔 きが 非常に おもしろく 聞かれた。 

「さあ 弾いて ごらんなさい。 芸事 は 人に 恥じて いて は 

進歩し ない ものです よ。 『想 夫 恋』 だけ はき まりが 悪 

いか もしれ ません がね。 とにかく だれと でもつ とめて 

合わせる のがい いのです よ」 



たころ は、 恐ろしい 気 もし、 反感 を 持った が、 それ 以 

上の ことはなくて、 やはり 信頼ので きそうな のに 安心 

して、 しいて 源氏の 愛撫からの がれようと はしな かつ 

あ いきょう 

た。 返辞な ども なれなれしく ならぬ 程度に する 愛嬌 

の 多 さは 知らず知らずに 十分の 魅力に なって、 前の 考 

えな ど は 合理的な もので ない と 源氏 をして 思わせた。 

それで は 今の ままに 自分の 手 もとへ 置いて 結婚 を させ 

る ことにしよう、 そして 自分の 恋人に もして おこう、 

ちゆ-つちよ 

処女で ある 点が 自分に 躊躇 をさせる ので あるが、 結 

婚 をした のち もこの 人に 深い 愛 を もって 臨めば、 良人 

の ある ことな ど は 問題で なく 恋 は 成り立つ に違いない 



いてね」 

滑稽 扱いに して 言って いると も 令嬢 は 知らない。 ま 

ふうさ い 

た 同じ 大臣と いっても、 きれいで、 物々 しい 風采 を備 

えた、 りっぱな 中の りっぱな 大臣で、 だれも 気お くれ 

を 感じる ほどの 父で ある こと も 令嬢 は 知らない。 

「それで はい つ 女御さん の 所へ 参りましょう」 

「そう、 吉日で なければ ならない かね。 なにい いよ、 

そんなた い そうな ふうに は 考えずに、 行 Y J うと 思えば 

今日に でも」 

言い捨てて 大臣 は 出て 行った。 四 位 五位の 官 人が 多 

く あとに 従った、 権勢の 強さの 思われる 父君 を 見送つ 



あ いきょう 

腹 をた てて 言う 令嬢の 顔つきに 愛嬌 が あ つ て、 ふ 

力. W ん 

ざけ た ふうな 姿が 可憐で ない こと もなかった。 ただき 

わめて 下層の 家で 育てられた 人であった から、 ものの 

言いよう を 知らな いので ある。 何でもない 言葉 も ゆる 

く 落ち着いて 言えば 聞き手 はよ いことの ように 聞く で 

あろうし、 巧妙で ない 歌 を 話に 入れて 言う 時 も、 声づ 

かい をよ くして、 初め 終わり をよ く 聞け ない ほどに し 

て 言えば、 作の 善悪 を 批判す る 余裕の ない その 場で は 

おもしろい ことのよう にも 受け取られ るので ある。 

こわごわ よ 

強々 しく 非 音楽 的な 言 いよう を すれば 善 い ， J とも 悪く 

めのと ふところ 

思われる。 乳母の 懐 育ちの ままで、 何の 教養 も 加え 



さき 

草 若み ひたちの 海の いかが 崎い かで 相 見む 田 子の 

浦波 

大川 水の (みよし 野の 大川 水の ゆ ほび かに 思 ふ もの 

ゆ ゑ浪の 立つ らん) 

青い 色紙 一重ねに 漢字が ちに 書かれて あった。 肩が 

いかって、 しかも 漂って 見える ほど 力の ない 字、 しと 

いう 字 を 長く 気 ど つて 書いて ある。 一行 一 行が 曲が つ 

て 倒れそう な 自身の 字 を、 満足そう に 令嬢 は 微笑して 

読み返した あとで、 さすがに 細く 小さく 巻いて 撫子の 

かわや 

花へ つけたの であった。 厠 係りの 童女 はきれ いな 子 



「大丈夫で ございま すよ。 聞いた 人が 判断いた します 

よ」 

と 中 納言は 言って、 そのまま 包んで 出した。 新 令嬢 

は それ を 見て、 

「うま いお 歌 だ こと、 ま つと お言いに な つ た の だから」 

と 言って、 甘い においの 薫香 を 熱心に 着物へ 焚き 込 

ん でいた。 紅 を 赤々 とつけ て、 髪 をき れいに なでつけ 

あいきよ-つ 

た 姿に は にぎやかな 愛嬌が あった、 女御との 会談に 

どんな 失態 をす る ことか。 
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